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保倉川の特徴

◇保倉川下流部は河床勾配が緩く流入支川が多い排水河川

保倉川と関川の河床勾配

出典：関川のおいたち

◇保倉川下流部は低平地の氾濫原で
日本海側には砂丘が形成

◆水源地
新潟県上越市大島区野々海峠

◆流域面積
約368km2(関川流域全体の約32％）

◆流路延長
約54㎞

◆大臣管理区間
関川合流点から上流1.6km

保倉川

関
川

松本

高
田

日
本

海

野々海峠

保倉川源流

保倉川流域

出典：北陸地方土木地質図（新潟県・長野県東部地域）

保 倉 川 流 域 と 地 形 分 類

◇保倉川流域の中上流域は、山が低く厚い泥岩層等が分布し、
地質的に脆く地滑り地帯

泥岩・砂岩地質

泥岩地質

流域界

県界

凡 例 海岸砂丘の状況（平成17年10月撮影）
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床下 床上

H17.6.27～7.7 梅雨前線 未確定 未確定 未確定

H10.9.16 台風５号 50ha － －

H10.8.16～8.17 梅雨前線 245ha 20棟 －

H8.6.25 集中豪雨 234ha 35棟 29棟

上越市（旧頸城村等を含む）一般資産水害統計調査結果による集計

区　分
被害家屋

発生年月日 発生原因 被害面積

国土地理院 2万5千分1 地形図（数値地図25000、H16）を使用

平成７年以降の保倉川沿川における水害の概要
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国土地理院 2万5千分1 地形図（数値地図25,000、H16）を使用

計画高水位
TP 4.85m

計画高水位
TP 1.8０m

0m 500m 1500m1000m

※白地範囲及び海域部分の地盤高は表示していない

保倉川沿川地盤高図（５０ｍメッシュ）

凡例（T.P.m)

３



関川と保倉川の治水安全度のバランス

保倉川の現況治水安全度は、関川本川と比較して著しく低く、バランスが悪い

現況流下能力と治水安全度

保倉川

約700～

800m3/s

（約1/10未満）

関川

約2600m3/s

（約1/30程度）

日

本

海

■高田

松本■

・流下能力は、平成14年度測量断面を基に不等流計算から求めた（なお、流下能力は計画高水位評価）
・治水安全度は、降雨データ（S37～H15：n=42）を基に雨量確率を求め、流出計算した結果による
（なお、降雨分布は、昭和56年8月洪水型（基本高水決定洪水））

４
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基本高水のピーク流量 1,900m3/s

関川と保倉川の年最大流量の経年変化

関川（高田地点）

昭和４０年９月
死傷者３名、全壊７戸、
半壊床上浸水４，５８４戸、
床下浸水１，４３４戸、
浸水面積３，１５２ha

昭和４４年８月
半壊床上浸水２６４戸、
床下浸水９７８戸、
浸水面積１，５４８ha

昭和５６年８月
半壊床上浸水５１２戸、
床下浸水５３８戸、
浸水面積４４３ha

昭和５７年９月
全壊４戸、半壊１戸、
床上浸水２，７３８戸、
床下浸水４，４７２戸、
浸水面積７１７ha

昭和６０年７月
床上浸水３０２戸、
床下浸水２，１７１戸、
浸水面積２，６９９ha

平成７年７月
行方不明者１名、
全半壊７０戸、
半壊床上浸水２，１６７戸、
床下浸水２，６２０戸、
浸水面積２，２１７ha

保倉川（松本地点）

５

：著名な洪水



保倉川洪水氾濫シミュレーション結果（降雨規模１／１００）

・1/100降雨（S56.8月洪水型）をシミュレー
ションした結果

・河道は平成16年測量河道
・被害等については平成12年国勢調査、平成13
年事業所統計のデータで計算

・浸水区域図は左右岸別に計算したものを合算
・最も氾濫域が大きく、かつ被害が大きいこと
から、1.4k左右岸を破堤点に設定

620被害額(億円)

1,350浸水世帯(戸)

4,044被災人口(人)

4.69浸水面積(km2)

右岸(1.4k)破堤時の氾濫被害

1,121被害額(億円)

4,247浸水世帯(戸)

12,638被災人口(人)

10.67浸水面積(km2)

左岸(1.4k)破堤時の氾濫被害

６



保倉川洪水氾濫シミュレーション結果（降雨規模１／５０）

・1/50降雨（S56.8月洪水型）をシミュレー
ションした結果

・河道は平成16年測量河道
・被害等については平成12年国勢調査、平成13
年事業所統計のデータで計算

・浸水区域図は左右岸別に計算したものを合算
・最も氾濫域が大きく、かつ被害が大きいこと
から、1.4k左右岸を破堤点に設定

479被害額(億円)

1,228浸水世帯(戸)

3,636被災人口(人)

4.11浸水面積(km2)

右岸(1.4k)破堤時の氾濫被害

766被害額(億円)

3,960浸水世帯(戸)

11,841被災人口(人)

9.71浸水面積(km2)

左岸(1.4k)破堤時の氾濫被害
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河川整備
基本方針

現計画
(放水路)

○

・地域分断が発生・事業費が安価

・内水排除効果が期待できる

・保倉川本川改修については、既
存施設に影響がない

関川河口 4,800m3/s

松本地点 1,200m3/s

放水路 700m3/s

総合評価デメリットメリット流量配分・改修内容

保倉川の治水対策比較検討の説明

８

保倉川

関川

日

本

海

保倉川

関川

日

本

海

△

・保倉川のみでなく関川において
も大規模な引堤となり、既存施設
の改築等事業費が高価

・過去に引堤しており、再引堤は
困難

・移転家屋数が多く、社会的影響
が大きい

関川河口 5,300m3/s

松本地点 1,900m3/s

・保倉川及び関川河口にお
ける引堤

引堤案

×ダム案

掘削案 ×

・保倉川のみでなく関川において
も大規模な河道掘削となり、既存
施設の改築等事業費が高価

・河床の維持に多大な費用がかか
る

関川河口 5,300m3/s

松本地点 1,900m3/s

・保倉川及び関川河口にお
ける河道掘削

・保倉川上流域においては、地形・地質上、ダム建設が困難

・仮にダム建設できたとしても、移転家屋数が膨大となり困難

→以上より、保倉川においては、ダムによる洪水調節は不適当



保倉川の治水対策比較検討の説明

・保倉川引堤

・関川下流引堤

うち、補償等 ： 概ね７百億円程度

（家屋移転及び引堤、橋梁改築、鋼矢板等
護岸改築、樋管改築、導流堤改築等）

・放水路開削

・保倉川現川改修

うち、補償等 ： 概ね１百億円程度

（家屋移転及び橋梁改築等）

概算事業費

・現況堤防より保倉川で最大約90m（4.2km）、
関川で最大約20ｍ（0.7km）引堤

・保倉川右岸から日本海まで新規に放水路
（約3km）を開削

改修内容

引堤案放水路案（７００m3/s放流）

※概算事業費については、平成１４年住宅地図及び近隣の実績単価に基づき算出
※放水路案については、平成８年に公表した法線に基づき算定
※本資料は、第５４回河川整備基本方針検討小委員会資料を基に作成

９

H.W.L 2.856m

掘削

保倉川横断図
0.8K

平均潮位0.28m

保倉川横断図
0.8K

H.W.L 2.856m

最大約90mの引堤

平均潮位0.28m

掘削

概ね５百億円程度 概ね１千億円程度
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○新潟県の日本海側には海岸砂丘が発達して
いるため、河川等の出口が少なく、一度雨
が降ると氾濫や排水不良が生じます。

○そのため、河川の洪水時の疎通能力を確保
するため放水路（分水路含む）が多く整備
されています。

<越後平野の主な放水路
胎内川(荒川との分離） 明治20年～明治21年（1888）
落堀川(紫雲寺潟干拓に伴い開削) 享保17年～亨保18年（1733）
加治川(阿賀野川との分離) 明治41年～大正３年（1914）
新発田川放水路(新発田川から分流) 昭和50年～平成７年（1995）
福島潟放水路(新井郷川から分流) 昭和44年～平成14年（2003）
新井郷川(阿賀野川との分離) 大正９年～昭和９年（1934）
阿賀野川(松ヶ崎砂丘切り開き) 亨保16年（1731）
関屋分水路(信濃川から分流) 昭和39年～昭和56年（1981）
新川(西蒲原の排水のため開削) ～文政３年（1820）
樋曽山隧道(矢川流域排水のため開削) 昭和８年～昭和14年（1939）
新樋曽山隧道(矢川流域排水のため開削) 昭和36年～昭和43年（1968）
大河津分水路(信濃川から分流) 明治42年～大正11年（1922）
新島崎川(大河津分水通水のため開削) ～大正９年（1920）
郷本川(島崎川排水のため開削) 明治３年～明治６年（1873）
落水川(島崎川排水のため開削） ～大正９年（1920）

新潟県内における主な放水路

10



新潟県内における放水路の例

11

関屋分水路

関屋分水路着工 昭和４３年２月撮影

着手前

着手後

着手前 着手前

所在地：新潟県新潟市
工 期：昭和３９年～昭和５６年
通水年：昭和４７年

福島潟放水路新発田川放水路
所在地：新潟県聖籠町
工 期：昭和５０年～平成７年
通水年：平成７年

所在地：新潟県新潟市(旧豊栄町)
工 期：昭和４４年～平成１４年
通水年：平成１５年

※出典 新発田放水路：パンフレット「福島潟放水路と新発田川放水路」（新潟県）、 福島潟放水路：パンフレット「福島潟放水路と新発田川放水路」（新潟県）

着手後着手後

概成した関屋分水路 昭和５８年５月撮影



放水路整備後の保倉川治水安全度は、関川本川と同等以上となる。

放水路整備後現況

・流下能力は、平成14年度測量断面を不等流計算により求めた
（なお、流下能力は計画高水位評価）

・治水安全度は、降雨データ（S37～H15：n=42）を基に雨量確率を求め、流出計算した結果による
（なお、降雨分布は、昭和56年8月洪水型（基本高水決定洪水））

保倉川放水路の保倉川洪水に対する安全度の向上

保倉川

関川

約2600m3/s

（約1/30程度）

日

本

海

■高田

松本■

放水路 700m3/s

約1400m3/s～1500m3/s

（約1/30～1/40程度）

12

保倉川

関川

約2600m3/s

（約1/30程度）

日

本

海

■高田

松本■

約700m3/s～800m3/s

（約1/10未満）



放水路の整備により、保倉川洪水(1/100)に対して、浸水面積で約600ha、浸水戸数で約1,800戸の氾濫
被害軽減効果が期待できる

・浸水区域図は左右岸別に計算したものを合算
・最も氾濫域が大きく、被害が大きくなる1.4k(左右岸とも)を破堤点に設定

放水路整備後現況

6891,741被害額(億円)

3,8265,597浸水戸数(戸)

11,36516,682被害人口(人)

9.3815.36浸水面積(km2)

保倉川洪水氾濫シミュレーション結果（降雨規模1/100）

13
・1/100降雨（S56.8月洪水型）をシミュレーションした結果
・河道は平成16年測量河道
・被害等については平成12年国勢調査、平成13年事業所統計のデータで計算

放水路整備後現況



放水路の整備により、保倉川洪水(1/500)に対して、浸水面積で約700ha、浸水戸数で約2,000戸の氾濫
被害軽減効果が期待できる

・浸水区域図は左右岸別に計算したものを合算
・最も氾濫域が大きく、被害が大きくなる1.4k(左右岸とも)を破堤点に設定

保倉川洪水氾濫シミュレーション結果（降雨規模1/50）

14
・1/100降雨（S56.8月洪水型）をシミュレーションした結果
・河道は平成16年測量河道
・被害等については平成12年国勢調査、平成13年事業所統計のデータで計算

放水路整備後現況

放水路整備後現況

2981,245被害額(億円)

3,1735,188浸水戸数(戸)

7,84315,477被害人口(人)

7.1313.82浸水面積(km2)



放水路整備後現況

292831被害額(億円)

1,8553,028浸水戸数(戸)

5,7389,372被害人口(人)

11.0215.79浸水面積(km2)

保倉川内水浸水シミュレーション結果（降雨規模1/50）

放水路の整備により、保倉川沿川の内水浸水(1/50)に対して、 、浸水面積で約500ha、浸水戸数で約
1,200戸の内水被害軽減効果が期待できる

・1/50降雨（S56.8月洪水型）をシミュレーションした結果
・被害等については平成12年国勢調査、平成13年事業所統計のデータで計算 15

放水路整備後現況

農地無被害浸水

農地被害浸水

宅地床下浸水

宅地床上浸水

凡 例



保倉川の成り立ち

◇保倉川は、活断層の活動によって、約4,600年前に流路をかえたといわれている
（古保倉川→旧保倉川）

◇その後、今から約３３０年前に、新田開発に伴う排水性の向上と港改修の目的から、直接、日本
海に出ていた保倉川を関川に合流させた

約4,600年以前の保倉川

出典：関川のおいたち

保倉川を切り替え関川に合流
1661～1678年

旧保倉川の河口

16



平成８年に公表した保倉川放水路ルート(案)

17



保倉川放水路ルート(案)は、周辺の土地利用や地域計画等と調整を図り検討している

保倉川放水路ルート(案)について

18

上越地域海岸緊急整備事業

（H1
7概成）

国道８号

北
陸
自
動
車
道

大規模圃場の整備

産業団地の造成

LGN
火力

発電所用

地造成

（Ｈ1
8埋立完)

直江津港拡張

（東ふ頭、荒
浜ふ頭の一部）

日本海

関川

保倉川

放水路

イメージ図

飯田川

松本



飯
田
川

平成７年６月撮影

←保倉川

貴重種の根拠

①「絶滅のおそれのある野生動
植物の主の保存に関する法律」

②「改訂・日本の絶滅のおそれ
のある野生生物」

③「レッドデータブックにいが
た」

保倉川放水路整備による環境影響の調査（概略）

動物 事務所調査等により、保倉川放水路の周辺の調査範囲において地域には、ほ乳類、魚
類、両生類、昆虫類等の生息が確認されている。鳥類については、ミサゴ・マガンの
飛来が確認されている。

今後、具体的な放水路設計等をもとに、環境影響調査検討を予定している。

鳥類

■ミサゴ（①②）

▲マガン（①②）

魚類

● イトヨ（①②）

周辺において確認されて
いる貴重種等について

ミサゴ

イトヨ

マガン

＜使用した調査資料・調査範囲＞

H6～H9事務所調査結果

上越・頚城県営工業団地造成に係る環境
影響評価書（平成5年 新潟県）
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植物 保倉川放水路計画周辺地域には、現在、保全が必要とされる貴重な種、群落の分
布は確認されていない。

今後、具体的な放水路設計等をもとに、環境影響調査検討を予定している。

飯
田
川

平成７年６月撮影

←保倉川

頸城村浮島のケヤキ

イソスミレ
■イソスミレ（①）

保倉川放水路整備による環境影響の調査（概略）

周辺において確認されて
いる貴重種等について

貴重種の根拠

①「レッドデータブックにいが
た」

＜使用した調査資料・調査範囲＞

H6～H9事務所調査結果

20

○頸城村浮島のケヤキ

日本の巨樹・巨木林
関東甲信越北陸版より



保倉川放水路整備後の保倉川の水質（BOD）予測（概略）の結果、現状とほぼ変わらず、
環境基準を満足する予測となった。
今後、具体的な放水路設計等をもとに、環境影響調査検討を予定している。

放水路
あり

放水路
なし

0.7

－

保倉川

放水路

2.032.68予測値

2.102.3
現況

（測定値）

三分一
橋

古城橋

水質

【予測条件】

・BOD予測は「ｽﾄﾘｰﾀとﾍﾙﾌﾟｽの式」により検討 ・河道条件は、現況河道（H7横断）

・流況は、1次元不定流ﾓﾃﾞﾙにより予測 ・河口部潮位：直江津港平均潮位(S62～H6)T.P+0.25m)

・予測流量値：13.45m3/s（H1～H12平均低水流量)

・負荷量：人口（H7住民基本台帳出典）、土地利用(土地利用図国土地理院出典)

事業系（特定事業場届出排水量出典）、単位（流域別下水道整備総合計画調査H5出典）

【水質(BOD)予測結果（mg/l）】

測定地点は、

「生活環境項目の環境基
準 3mg/l以下」のB類型
である。

保倉川放水路整備による環境影響の調査（概略）

21

・予測値は、低水流量時

・現況はH元～H13の測定値の平均

平成７年６月撮影

←保倉川
古城橋

三分一橋

B類型



富栄養化

保倉川放水路整備による保倉川及び保倉川放水路の富栄養化については、粒子到達時間
予測により評価した。その結果、低水時・渇水時の流下時間は3日以下であり、富栄養
化する可能性は少ないと予測される。

ただし、今後、具体的な放水路設計等をもとに、環境影響調査検討を予定している。

（富栄養化防止のための指標）

一般的に滞留時間が3日以下ならば、富栄養
化しないと言われている。

出典：森下の方法

「滞留時間が3日以内のダム湖では、プランクトン
が湖内で自生している現象は全くまれであり、0～3
日の短い滞留時間のダム湖に浮遊する生物は、上流
の止水域で発生したプランクトンが川床不着生物が

剥離したものである」

※富栄養化評価は、「粒子追跡ﾓﾃﾞﾙ」による粒子到達時間により検討

・河道条件は、現況河道（H7横断）、放水路へは自然分派とした

・流況は、1次元不定流ﾓﾃﾞﾙにより予測

・予測流量値：低水13.45m3/s（H1～H12平均)、渇水7.51m3/s（H1～H12平均)

・河口部潮位：直江津港推算潮位

※ただし、塩水遡上は考慮していない。

58.4hr（2.4日）14.5hr（0.6日）渇水時

28.5hr（1.2日）8.0hr（0.3日）低水時

保倉川放水路保倉川

【粒子到達時間予測結果】

保倉川放水路整備による環境影響の調査（概略）

22



塩水遡上

関川は、3.2k付近まで、保倉川は、2.0k付近まで塩水遡上が確認されている。（H8調査）

今後、具体的な放水路設計等をもとに、環境影響調査検討を予定している。

平成8年8月22～29日塩分遡上観測結果より

□関川は

3.2k付近まで塩水遡上が確認された。

（高田流量10.89m3/s時）

□保倉川は

2.0k付近まで塩水遡上が確認された。

（佐内流量12.8m3/s時）

模式図

保倉川放水路整備による環境影響の調査（概略）
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関川

約３km

約４km

3.2k 塩水遡上確認

日 本 海
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水
遡
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認

放
水
路
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塩水遡上による地下水への影響

保倉川放水路の塩水遡上による周辺地下水への影響については、概略調査検討した結果
、放水路のすぐ近くの地点において、現況とほとんど変化しないことが予測される。
（検討地点で100年後でも2%以下の濃度上昇）

ただし、今後、具体的な放水路設計等をもとに、環境影響調査検討を予定している。

保倉川放水路整備による環境影響の調査（概略）

概略検討条件

放水路内が常時海水によって満たさ
れているものと仮定して放水路水位
と周辺地下水の水位差による流れな
どを考慮した有限要素法による断面
2次元移流分散モデルによる予測を
行った。

放水路内の塩分濃度は、海水密度
ρ=1025g/m3、海水濃度c=0.0357(kg
溶存物質/kg海水）で予測した。

24

約1.2km

平成7年8月井戸調査結果(事務
所調査）より、観測井戸の電
気伝導度をもとに蒸発残留濃
度を算出した。

これより周辺地下水の濃度は
、「蒸発残留濃度 約300mg/l
」と仮定して、検討地点で予
測を行った。

175

315

315

蒸
発
残
留
濃
度

25073③

45045②

45085①

地
下
水
電
気
伝
導
度

地
下
水
面
深
度

観
測
井
戸

①

②

③

観測井戸

(cm） (μs/cm）

蒸発残留濃度(mg/l)≒電気伝導度（μs/cm)×0.7

地下水ハンドブックより

(mg/l）

検討地点



地下水位の低下予測

保倉川放水路整備による周辺地下水位の影響について、今後、具体的な放水路設計等をもと
に、環境影響調査検討を予定している。

なお、仮に地下水位が低下した場合、矢板等による止水構造物施設等の対策が考えられる。

対策案の一例

現況地下水面

推定低下
地下水面

周辺地下水位への影響

保倉川放水路整備による環境影響の調査（概略）

イメージ図

現況地下水面

止水構造物（矢板）

25
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風

保倉川放水路ルート案の西で風向風速観測（H7）の結
果、夏冬共に西北西の風が卓越しており、冬は特に西
よりの風速が大きい。

今後、具体的な放水路設計等をもとに、環境影響調査
検討を予定している。

保倉川放水路整備による環境影響の調査（概略）

飯
田
川

平成７年６月撮影

←保倉川

県営南部産業団地

県営圃場整備
東ふ頭地区

西福島産業団地 南川団地

H7風向風速現地
観測点(地上7m)

棒グラフ：風速階級別の風向出現頻度(%)

折線グラフ：風向別平均風速(m/sec)

夏（H7年8月）

冬（H8年1月）
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LNG火力発
電所

埋立予定
箇所

予定箇所

公共ふ頭地区



保倉川放水路の土砂処理

直江津港荒浜ふ頭地区
公有水面（公共用地）埋立事業

←
保
倉
川

←
関

川

直江津港荒浜ふ頭地区公有水
面（公共用地）埋立事業への
公共建設残土等搬入量

全体計画量 ３１２万m3

今までの搬入量 １９０万m3

今後の搬入可能量 １２２万m3

（平成１９年３月末現在）

養浜

◇放水路の建設により約１７０万m3の掘削土が発生する見込み※

◇埋立事業等への搬入など、発生土砂の有効活用に努める

海岸保全における養浜材として
の有効活用を検討していく

※今後、地形測量等を実施の上、具体的な設計検討を行う 27



関川水辺の楽校（平成13年1月登録）

関川水辺プラザ
（平成9年1月登録）

マリーナ上越（H14.5開港）

上越レガッタ（8月下旬開催）上越まつり祇園祭
(7月23日～29日)

・関川を舞台に開かれるボート競技大会
・全国でも最大規模（約170クルー参加）

稲田橋花いっぱい実行委員会

リバーサイド夢物語

頸城区

上越市

上越市

板倉区

佐内橋(県)

信越本線(JR)

港橋(県)

古城橋(県)

戸野目川

御館川
荒
川
橋(

県)

直
江
津
橋(

県)

信
越
本
線(J

R)

正善寺川

大瀬川

儀明川

青田川

矢代川

櫛池川

別所川

謙
信
公
大
橋(

県)

関
川
大
橋(

国)

高
速
道
路
橋(

公
団)

春
日
山
橋(

県)

上
越
大
橋(

県)

上越工業用取水堰(県)

稲
田
橋(

市)

中
央
橋(
県)

今
池
橋(

県)

高
田
大
橋(

国)

6.0k

7.0k

8.0k
9.0k

10.0k

11.0k

12.0k

0.0k

1.0k
2.0k 3.0k

4.0k 5.0k

1.0k

謙信公大橋

関川大橋（国道８号）

関

川

→

謙信公大橋

関川大橋（国道８号）

関

川

→

神輿下り

三交地区東雲地区

環境について（関川を利用した地域の取り組み）
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例えば、

◇上越レガッタ ◇神輿下り

市民レベルのものとしては全国最大
規模。
平成１８年８月２７日には第１８回が
開催され、市外や県外などから１２３
チームが参加。

毎年７月末の上越祭り（祇園祭）のと
き、神輿の川下りが行われる。
江戸時代から続いて きた神輿下りは
昭和14年に中止されたが、平成3年
から半世紀ぶりに復活。

環境について（関川を利用した伝統行事など）
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H18年11～3月伐採範囲伐 採 前

伐採範囲

伐 採 後

・関川の洪水を流れやすくするために、河道内樹木伐採を実施
・なお、樹木伐採にあたっては、関川の植物や鳥類に関する有識者（河川水辺の国勢調査のアドバー
ザー等）の意見を聞いて、伐採時期などを考慮し、計画的に行っている

環境について（関川の河道内樹木の伐採）
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目視による鮭の個体数の推移

0

10

20

30

40

50

60

70

80

11月7日 11月12日 11月17日 11月22日 11月27日 12月2日 12月7日 12月12日 12月17日 12月22日

個
体

数

工業用水堰左岸高水敷魚道

関川本川工業用水堰下流

※１日１時間程度目視により鮭の個体数を確認しました。

日最大７６匹

＜調査概要＞

調査期間：平成18年１１月７日から１２月２６日

調査回数：２６回

調査場所：河口から約７．６ｋｍ地点

調査方法：１日１時間程度、目視によりサケの個体確認を行った。

上越工業用水堰における魚道調査により、サケを確認

関川

上越工業用水堰

高水敷魚道
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上越工業用水道

関川取水堰

関川本川工業用水堰下流の調査地点

工業用水堰左岸高水敷魚道の調査地点

＜調査結果＞

26日間の調査で総数650匹の
サケを確認した。

(写真）各地点でサケが確認されている状況

関川

魚道改良前（H18.11.7）

魚道改良後(H18.11.30)

よりサケが遡上しやすい魚道へ

変更点

＊遡上の障害となっている巨石の除去
＊入口部の落差の緩和（越流工へ改良）

調査位置（上越工業用水堰魚道）

H18年度に上越工業用水堰魚道を改良し
ている。今後、影響調査を行う予定である。

環境について（Ｈ１８年度魚道調査・魚道改築状況）
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○中流部

○保倉川上流山間地

○大規模な商業地開発と

宅地開発

例えば、

○下流部

棚田

流域全体の視点について（流域内の土地利用）
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合意形成に向けた今後の流れ(案)

関川流域委員会これまでの取り組み
・住民アンケート及び結果説明会

・第１回関川流域フォーラム

・車座方式の意見交換会

・川の見学会 ・川のワークショップ

・第２回関川流域フォーラム

「安全で親しみのもてる関川・保倉川を

目指して」

・第１２回関川流域委員会(H19.4.17)

特に保倉川放水路の整備については、新たに放水路を整備する地域を含め関連地域の関係者との合意形成を充分に図りつつ実施
※1 基本方針策定より ※２ 合意形成：関係者が情報を共有し、意見の一致を図る取り組み、過程

関川水系河川整備基本方針の公表
・官報告示

・記者発表（国土交通本省）

・事務所ＨＰ、広報誌によるＰＲ

河川整備に関する情報提供
・事務所広報誌、ＨＰによるＰＲ

・パネル展(関川改修の歴史等)

・看板設置(改修経過、浸水実績・想定等)

河川整備計画に関する意見の聴取
・意見交換会

・書面による意見募集（記名意見、

広報誌、事務所ＨＰで告知）等

関川流域委員会の今後の取り組み

・第１３回関川流域委員会
(平成１９年５月１７日)

・第３回関川流域フォーラム

・第１４回関川流域委員会

・地区別住民参加型協議

・第４回関川流域フォーラム

関係住民の意見を反映させるための措置

関川水系河川整備基本方針
（平成１９年３月３０日策定）

河川整備計画原案作成

河川整備計画案作成

報告

河川整備計画策定

委員会意見
情報公開

◇合意形成に向けて、情報公開及び関係住民との対話に努める◇
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意図
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■回答の地域差（治水）■積極的

消極的

関川流域における『川や水に対する意識調査』に関する調査結果

関川流域委員会では、流域住民が「関川や水に対する意識」を明らかにし、様々な思いや考え方を整理して、流域住民が望ましいと考えている「関
川流域における水の基本的な考え方」をとりまとめるため、平成１５年１０月にアンケート『川や水に対する意識調査』を実施

○関川流域 ： ２１万人 ○調査対象 ： 関川流域内 ５９自治会（約３，３００世帯）を対象に実施し、２，９６７世帯より有効回答を得る
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地域によって違う、治水への積極性 地域によって違う、川に対する感じ方や評価

「わかっていてもできない」行動。。。自治会内でのバラツキは？「わかっていてもできない」行動

流域全体でほぼ共通

保倉川下流が高い

※ 点の位置は、それぞれの自治体の平均点を表す（Ｎ＝５９） ※ 点の位置は、それぞれの自治体の「個人差の大きさ」を表す（Ｎ＝５９）
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地域との対話についてのこれまでの主な取り組み

◇地域からの意見聴取を図るため、これまで車座方式意見交換会を実施している。

車座方式意見交換会
実施自治会 20、 参加人数232人
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地域との対話についてのこれまでの主な取り組み

◇地域からの意見聴取を図るため、川の見学会等を実施しているが、今後も住民参加型協議
(ワークショップ)やフォーラムを開催し、地域との対話に努める

●目的：異なる地域に住む人々が、一緒に川のさまざまな姿を見て話を聞くことで、
お互いの地域を知り、理解すること。

●見学会のテーマ：
「つながり」 川は１本ではなく、広いところから「面」で集まる
「多様性」 「面」の中にある、様々な違い
・上流⇔下流 ・関川⇔保倉川 ・市街地⇔農村
・洪水防止施設⇔親水施設 ・楽しいところ⇔怖いところ など

川の見学会(平成18年8月19日実施）
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地域との対話についてのこれまでの主な取り組み

平成17年6月に開催した関川流域フォーラムでは、流域の皆さん（59自治体約3,000世帯）の協力をいただき「川や水に対する意識調査
（アンケート）」（平成15年実施）の結果を報告した。その後、関川流域委員会では、「車座方式住民意見交換会」、「川の見学会」、「ﾜｰｸ
ｼｮｯﾌﾟ（川と地域の勉強会）」を行い、流域住民から、川と水に対する意見、考え方を伺ってきた。その結果、皆さんの貴重なご意見を受け
て、関川流域の基本的な考え方「安全で親しみのもてる関川、保倉川を目指して（案）」を取りまとめることができた。 開催した「第２回関
川流域フォーラム」では、取りまとめた関川流域の基本的な考え方「安全で親しみのもてる関川、保倉川を目指して」を報告し、会場の参
加者から満場の拍手で承認された。

１．日時 平成18年10月29日（日曜日）13時～17時
２．場所 上越教育大学 大講堂
３．参加者 約150人

関川流域委員長 小池俊雄氏より「流域住民が
主人公の川づくりを目指して」と題して、社会の
変革とともに河川法（河川への考え方等）が変化
してきたことや、水害や水利用などの共通する問
題に対してアジアの各国で協働して取り組んでい
る事例などを紹介し、これからの人口減少社会な
どの社会変化を見通した、住民主役による、話し
合いや協働による川づくりについてお話がありま
した。

●講演

関川流域委員より、これまでの関川流域委

員会の活動報告を行いました。
●報告者
①関川流域委員会について ：梅澤 圓了
②関川流域における“川や水に対する意識
調査”に関する中間とりまとめ

：横田 清士
③車座方式住民意見交換会の実施報告

：保坂 桂子
④川の見学会の実施報告 ：岡森 昭晴
⑤ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ（川と地域の勉強会）の実施報告

：小林 正夫

●関川流域委員会の活動報告

「安全で親しみのもてる関川、保倉川を目指して
（案）」について、関川流域委員と会場の皆さんで意
見交換を行い、「線から面へ、地域のつながりと多
様性を踏まえて、住民が主体となる安全で親しみの
持てる川づくりを目指す」という基本理念が満場の
拍手で承認されました。

●関川流域の基本的な考え方の取りまとめ
結果発表と承認

第２回関川流域フォーラム(平成18年10月29日実施）
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地域との対話についてのこれまでの主な取り組み

◇地域からの意見聴取を図るため、川の見学会等を実施しているが、今後も住民参加
型協議(ワークショップ)やフォーラムを開催し、地域との対話に努める

●論点：「関川・保倉川の印象と私たちの川づくり」
「関川・保倉川の洪水対策と環境保全」

川のワークショップ(平成18年8月26日実施）

地域の方と流域委員でグループ討議を行い、意見交換を行った。
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情報公開についてのこれまでの主な取り組み

◇河川整備基本方針や河川整備に関する情報については、主に事務所広報誌やホームページによ
るＰＲを実施しているが、今後も積極的な情報公開に努める

広報誌「清流通信 川ッちゅ！」 ＨＰによる情報公開の例

関川・姫川における工事状況

関川流域委員会の開催状況

関川における治水事業ＰＲ
パネル展示状況

直江津駅における実施状況

（平成１９年４月１６日～２７日開催）

HP: http://www.hrr.mlit.go.jp/takada/ 39
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